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カ
ト
リ
ッ
ク
布
池
教
会

　
　

献
堂
60
周
年
記
念
ミ
サ

記
念
カ
ー
ド
を
奉
納

敦
賀
教
会
創
立
70
周
年　　
　
　
　

小
浜
教
会
献
堂
27
周
年　
記
念
ミ
サ 教区ホームページ

福音の
ひびき

12月の説教者

4 日　待降節第2主日
太田　実

（一宮教会）

11日　待降節第3主日
トゥルン・ゴー・ホム・アンデレ

（五反城教会）

18日　待降節第4主日
平澤　忠雄
（布池教会）

25日　主の降誕
モルク・フランシスクス・アシジ

（岡崎教会）

松
浦
悟
郎
司
教
の
司
式
に

よ
り
敦
賀
教
会
創
立
70
周
年

と
小
浜
教
会
献
堂
27
周
年
の

合
同
記
念
ミ
サ
が
10
月
16
日

に
敦
賀
教
会
に
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

敦
賀
へ
の
宣
教
は
１
９
４

８
年
に
神
言
会
に
よ
り
始
め

ら
れ
、
１
９
５
２
年
に
福
井

県
の
司
牧
は
神
言
会
か
ら
聖

心
布
教
会
に
引
き
継
が
れ
ま

し
た
。
同
年
、
民
家
を
購
入

し
、「
海
の
星
カ
ト
リ
ッ
ク

敦
賀
教
会
」
と
し
ま
し
た
。

ん
だ
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
大

聖
堂
建
設
の
計
画
が
持
ち
上

が
っ
た
当
初
、
当
時
最
先
端

で
あ
っ
た
前
衛
的
な
デ
ザ
イ

ン
の
案
も
あ
っ
た
と
の
こ
と

で
す
が
、
松
岡
司
教
様
の
強

い
思
い
に
よ
り
現
在
の
よ
う

な
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
建
造
物

と
な
っ
た
そ
う
で
す
。
ス
テ

ン
ド
グ
ラ
ス
を
は
じ
め
、
高

い
天
井
、
聖
像
の
数
々
、
こ

の
美
し
い
聖
堂
を
誇
り
に
思

い
、
守
っ
て
い
き
た
い
と
感

じ
た
ミ
サ
で
し
た
。

ミ
サ
が
終
わ
り
、
大
聖
堂

正
面
階
段
で
記
念
撮
影
を
行

い
、
献
堂
60
周
年
記
念
ミ
サ

を
滞
り
な
く
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

�

（
布
池
教
会　

田
原
）

そ
の
後
１
９
６
１

年
に
現
聖
堂
を
献

堂
し
ま
し
た
。

小
浜
教
会
は
、

家
庭
で
の
ミ
サ
や

公
共
施
設
で
の
集

会
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
自
由
に

ミ
サ
を
立
て
ら
れ

る
場
が
欲
し
い
と

数
年
間
資
金
集
め

の
活
動
を
し
て
い

ま
し
た
。
多
く
の

方
々
の
ご

協
力
も
あ

り
、
１
９

９
５
年
に
「
復
活
の

キ
リ
ス
ト　

カ
ト

リ
ッ
ク
小
浜
教
会
」

が
献
堂
さ
れ
ま
し

た
。
本
来
は
25
周
年

で
お
祝
い
す
る
と
こ

ろ
で
す
が
感
染
症
の

た
め
に
で
き
な
か
っ

た
た
め
、
今
年
、
敦

賀
教
会
70
周
年
と
あ

わ
せ
て
行
い
ま
し

た
。司

教
様
の
お
話
で

50
周
年
の
時
の
レ
イ

神
父
の
文
章
「
教
会
の
少
子

高
齢
化
が
進
む
中
で
ど
の
よ

う
に
50
周
年
を
迎
え
ら
れ
る

の
か
、
で
も
そ
の
中
で
信
仰

と
共
同
体
へ
の
信
頼
、
信
者

と
し
て
の
自
立
を
見
出
し

た
」
が
引
用
さ
れ
ま
し
た
。

20
年
経
っ
て
状
況
は
更
に
進

ん
で
い
ま
す
が
、
信
仰
と
信

頼
と
自
立
を
忘
れ
な
い
で
い

き
た
い
も
の
で
す
。

（
敦
賀
教
会

　

�

信
者
代
表　

林
）

２
０
２
２
年
10
月
9
日

（
日
）
9
時
半
の
ミ
サ
に
お

い
て
、
聖
ペ
ト
ロ
・
聖
パ
ウ

ロ
大
聖
堂
の
献
堂
60
周
年
を

記
念
す
る
ミ
サ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
本
来
な
ら
献
堂
記
念

日
は
3
月
で
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策
の
た

め
延
期
さ
れ
、
約
半
年
遅
れ

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
ミ

サ
は
、
松
浦
悟
郎
司
教
様
の

司
式
の
も
と
行
わ
れ
、
こ
の

日
の
た
め
製
作
さ
れ
た
献
堂

60
周
年
記
念
カ
ー
ド
が
奉
納

さ
れ
ま
し
た
。

説
教
の
中
で
司
教
様
は
、

名
古
屋
教
区
設
立
100
周
年
と

の
関
わ
り
に
つ
い
て
話
さ
れ

ま
し
た
。

「
名
古
屋
教
区
は
、
愛
知
、

岐
阜
、
福
井
、
石
川
、
富
山

の
5
県
を
合
わ
せ
、
１
９
２

２
年
知
牧
区
と
し
て
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
初
代
教
区
長
は

神
言
会
の
Ｊ
・
ラ
イ
ネ
ル
ス

師
が
就
任
さ
れ
、
そ
の
後
松

岡
孫
四
郎
師
が
教
区
長
を
受

け
継
が
れ
ま
し
た
。
松
岡
教

区
長
を
は
じ
め
、
多
く
の
人

の
尽
力
が
あ
り
、
１
９
６
２

年
名
古
屋
知
牧
区
は
司
教
区

に
昇
格
、
松
岡
教
区
長
は
初

代
司
教
と
し
て
叙
階
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
時
に
司
教
座

聖
堂
と
し
て
献
堂
さ
れ
た
の

が
、
聖
ペ
ト
ロ
・
聖
パ
ウ
ロ

大
聖
堂
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
」
名
古
屋
教
区
100
周

年
の
歩
み
と
、
献
堂
の
た
め

に
尽
力
さ
れ
た
方
々
に
思
い

を
馳
せ
る
時
間
と
な
り
ま
し

た
。ち

な
み
に
筆
者
の
聞
き
及

名
古
屋
教
区
設
立
100
周
年

教
区
聖
年
（
２
０
２
２・２・13
～
２
０
２
３・５・28
）

　

�

神
か
ら
の
賜
物
（A

 G
IF
T

）
を
感
謝
し

新
し
い
時
代
へ

宣
教
地
召
命
促
進
の
日
　
12
月
4
日

　

私
た
ち
は
世
界
中
の
宣
教
地
の
召
命
促
進
の
た
め

に
祈
り
、犠
牲
を
さ
さ
げ
ま
す
。当
日
の
献
金
は
ロ
ー

マ
教
皇
庁
に
集
め
ら
れ
、
全
世
界
の
宣
教
地
の
司
祭

養
成
の
た
め
の
援
助
金
と
し
て
送
ら
れ
る
。

小
浜
教
会

25
周
年
を
迎
え
て

小
さ
な
小
浜
教
会
で
す

が
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
支

え
ら
れ
て
、
25
周
年
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
、
感
謝
の
み

で
す
。
社
寺
が
100
以
上
あ
る

小
浜
市
内
で
、
ミ
サ
を
中
心

に
カ
ト
リ
ッ
ク
の
祈
り
が
捧

げ
ら
れ
て
き
て
い
る
こ
と

は
、
私
た
ち
の
理
解
を
超
え

た
神
様
の
計
ら
い
を
感
じ
ま

す
。献

堂
の
時
に
は
「
二
人
ま

た
は
三
人
が
、
私
の
名
に

よ
っ
て
集
ま
る
と
こ
ろ
に

は
、
わ
た
し
も
そ
の
中
に
い

る
。」（
マ
タ
イ
18
章
20
節
）

ま
た
10
周
年
の
時
に
は

「
主
よ
主
よ
と
い
う
者
が
み

な
天
の
国
に
入
る
わ
け
で
は

な
い
。
天
の
父
の
み
心
を
行

う
者
だ
け
が
入
る
の
で
あ

る
。」（
マ
タ
イ
7
章
21
節
）

の
み
言
葉
が
選
ば
れ
、
信
徒

の
顔
触
れ
や
人
数
が
変
わ
っ

て
も
、
信
仰
共
同
体
と
し
て

の
教
会
の
心
を
大
切
に
、
信

徒
が
協
力
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
も
フ
ィ
リ
ピ
ン
籍
の

方
が
多
い
で
す
が
、
皆
さ
ん

日
本
語
が
堪
能
で
、
典
礼
に

も
積
極
的
に
参
加
し
、
子
供

た
ち
も
侍
者
を
し
っ
か
り
と

し
て
く
れ
ま
す
。
小
浜
教
会

は
、
敦
賀
と
舞
鶴
の
両
教
会

の
中
間
の
地
に
あ
り
、
信
仰

を
守
り
抜
く
に
は
、
距
離
的

に
も
大
切
な
場
所
で
す
。

私
も
、
仕
事
で
休
み
の
と

れ
な
い
と
き
も
あ
り
ま
す

が
、
叔
母
に
受
け
継
が
れ
て

＋
主
の
平
和

こ
の
度
、
聖
心
布
教
会
に

人
事
異
動
が
あ
り
、
下
記
の

通
り
任
命
し
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

記

敦
賀
教
会
、
小
浜
巡
回
教
会

主
任
司
祭

ア
ル
ン
神
父

　
（A

V
V
A
RI A

RU
N
 

�
K
U
M
A
R

）

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
・
福
井
地
区

協
力
司
祭　

ベ
ル
ン
神
父

　
（JO

SEPH

　
　

BERN
A
RD
U
S 

�
T
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H
O
O
L

）

任
命
は
、
２
０
２
２
年
11

月
1
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

教
区
の
皆
さ
ま

人
事
異
動
の

　
　
　
お
知
ら
せ

�

教
区
司
教
　
松
浦
悟
郎

き
て
い
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信

仰
を
守
り
伝
え
る
た
め
に
、

神
様
の
恵
み
を
願
い
な
が
ら

歩
ん
で
お
り
ま
す
。

（
小
浜
教
会

�　

信
徒
代
表　

濱
本
藤
治
）

献堂60周年を祝う布池教会の信徒の皆さん

ティトホール・ベルナルドゥス神父（左）と松浦司教

敦賀教会創立70周年を祝う信徒の皆さん

献堂27周年を祝う小浜教会の皆さん



	 ２ ０ 22  年 1 ２ 月 4 日（日曜日）	 名古屋教区ニュース	 （ 4 2 ９ 号）� （ 2 ）

名
古
屋
教
区
設
立
100
周
年
を
記
念
し
て

名
古
屋
教
区
内
の
女
子
修
道
会
・

在
俗
会
の
紹
介
シ
リ
ー
ズ
（
第
５
回
）

聖
パ
ウ
ロ
女
子
修
道
会
　

名
古
屋
修
道
院
開
設
の
歩
み

１
９
４
８
年
イ
タ
リ
ア
を

船
出
15
カ
月
目
の
8
月
6

日
、
宣
教
女
と
し
て
派
遣
さ

れ
た
4
名
の
シ
ス
タ
ー
は

や
っ
と
東
京
に
着
き
ま
し

た
。
す
で
に
男
子
パ
ウ
ロ
修

道
会
の
神
父
様
方
は
日
本
で

戦
争
を
体
験
し
、
困
難
に
直

面
し
な
が
ら
も
宣
教
の
新
し

い
道
を
探
し
て
い
ま
し
た
。

私
た
ち
は
１
９
５
６
年
大

阪
に
書
院
を
開
い
た
時
か
ら

神
戸
に
も
書
院
を
開
き
た
い

と
の
希
望
を
も
っ
て
い
ま
し

た
。
名
古
屋
地
区
が
司
教
区

に
昇
格
し
た
１
９
６
２
年
、

新
し
く
司
教
に
任
命
さ
れ
た

松
岡
孫
四
郎
司
教
様
は
多
く

の
宣
教
会
、
修
道
会
を
教
区

に
誘
致
し
宣
教
活
動
に
力
を

入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
こ
ろ
、
教
区
長
様
は

新
し
い
宣
教
方
法
に
大
変
関

心
と
期
待
を
よ
せ
ら
れ
名
古

屋
教
区
で
も
宣
教
活
動
を
し

て
欲
し
い
と
修
道
院
の
開
設

を
願
わ
れ
ま
し
た
が
、
当
時

の
イ
タ
リ
ア
人
の
院
長
は

「
私
た
ち
も
喜
ん
で
お
招
き

に
応
じ
た
い
の
で
す
が
、
今

は
人
材
的
に
も
経
済
的
に
も

無
理
と
言
う
こ
と
を
お
伝
え

し
ま
し
た
」
し
か
し
、
教
区

長
様
は
教
区
所
有
の
土
地
と

家
を
一
年
ほ
ど
使
え
る
よ
う

に
計
ら
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の

で
す
。
そ
こ
で
こ
の
チ
ャ
ン

ス
を
逃
す
べ
き
で
な
い
と
判

断
し
、
す
ぐ
松
岡
司
教
様
を

訪
問
、
名
古
屋
修
道
院
を
設

立
す
る
旨
返
事
を
し
た
の
で

し
た
。
大
阪
か
ら
3
人
の
シ

ス
タ
ー
と
1
人
の
志
願
者
が

派
遣
さ
れ
名
古
屋
駅
に
は
教

区
長
様
自
ら
出
迎
え
て
く
だ

さ
り
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
神
父
様

は
家
の
こ
と
を
お
世
話
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
到
着

当
日
修
道
院
で
ミ
サ
が
捧
げ

ら
れ
新
し
い
地
で
の
宣
教
に

祝
福
を
受
け
感
謝
と
喜
び
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
生
活
面

で
は
、
主
税
町
教
会
の
主
任

司
祭
、
故
平
田
義
雄
神
父
様

と
協
力
者
が
助
け
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
東
京
か
ら
本
が

届
く
と
、
早
速
「
家
庭
訪
問

宣
教
」
を
始
め
ま
し
た
。

１
９
６
２
年
に
は
、
名
鉄

百
貨
店
に
「
セ
ン
ト
ポ
ー
ル

コ
ー
ナ
ー
」
を
開
設
、
教
会

案
内
の
窓
口
と
し
て
の
役
割

を
担
い
ま
し
た
。
前
後
し
ま

す
が
、
１
９
５
６
年
に
熱
田

区
鍋
弦
町
に
修
道
院
落
成
、

伊
勢
湾
台
風
や
い
ろ
い
ろ
な

出
来
事
に
合
い
な
が
ら
も
東

＋
主
の
平
和

10
月
に
入
り
、
過
ご
し
や

す
い
秋
の
季
節
に
な
り
ま
し

た
が
、
皆
様
に
は
そ
れ
ぞ
れ

の
場
で
福
音
宣
教
の
取
り
組

み
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

さ
て
、
２
０
１
６
年
に
各

小
教
区
に
社
会
委
員
会
を
設

置
す
る
よ
う
に
お
願
い
し
て

か
ら
、
こ
れ
ま
で
2
回
、
社

会
委
員
会
の
集
い
を
開
催

し
、
委
員
会
の
役
割
や
方
向

性
に
つ
い
て
説
明
し
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
以
後
、
コ
ロ
ナ

禍
と
い
う
こ
と
で
集
ま
り
が

出
来
ず
、
ま
た
、
各
小
教
区

で
も
開
店
休
業
の
よ
う
な
状

態
が
続
い
て
い
る
委
員
会
も

あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
年
、「
教
区
・

社
会
委
員
会
」
を
東
海
と
北

陸
に
分
け
、
下
記
の
要
領
で

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
、
社
会
委
員
会
の

意
義
と
役
割
、
日
本
の
教
会

の
動
き
や
名
古
屋
教
区
の
取

り
組
み
な
ど
の
紹
介
、
そ
し

て
、
皆
さ
ん
の
小
教
区
に
お

２
０
２
２
年
の
名
古
屋
教

区
平
和
旬
間
「
平
和
の
つ
ど

い
」
が
8
月
7
日
に
、
布
池

教
会
で
開
催
さ
れ
、
テ
ー
マ

は
「
と
も
に
歩
む
・
私
た
ち

を
忘
れ
な
い
で
」で
し
た（
教

区
ニ
ュ
ー
ス
10
月
号
既
報
）。

こ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
各

小
教
区
で
は
い
ろ
い
ろ
な
取

り
組
み
が
行
わ
れ
、
そ
の
行

事
の
報
告
集
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
【
写
真
】。
編
纂
は
カ

ト
リ
ッ
ク
名
古
屋
教
区
宣
教

司
牧
評
議
会
と
社
会
福
音
化

推
進
部
。

内
容
は
初
め
に
松
浦
悟
郎

司
教
の
「
平
和
旬
間
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
」、
社
会
福

音
化
推
進
部
の
「
平
和
の
集

い
」、
そ
し
て
藤
本
正
夫
さ

ん（
多
治
見
教
会
）の
「
平
和

月
刊
を
終
え
て
」
が
載
っ
て

い
ま
す
。
行
事
報
告
で
は
各

小
教
区
が
取
り
組
ん
で
き
た

行
事
や
祈
り
を
、
愛
岐
、濃

尾
、城
北
、城
東
、城
南
、三
河

と
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
の
順
で
事

例
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
名
古
屋
教
区　

�

社
会
福
音
化
推
進
部　

畑
村
）

今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る

「
濃
尾
崩
れ
」
の
講
演
会
が

10
月
10
日
、
主
税
町
記
念
聖

堂
で
開
催
さ
れ
、
浅
井
太
郎

神
父
の
講
演
に
約
25
人
が
熱

心
に
耳
を
傾
け
た
。

浅
井
神
父
は
「
尾
張
の
キ

リ
シ
タ
ン
共
同
体
は
、
１
５

６
０
年
の
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ

の
活
動
か
ら
始
ま
る
。
１
６

３
１
年
に

一
宮
の
一

本
松
塚
処

刑
場
で
火

刑
に
処
せ

ら
れ
た
4

人
の
キ
リ

シ
タ
ン
。

約
100
年
間

そ
の
共
同

体
は
存
続

し
、
宣
教

拠
点
は
花

正
、清
州
、

一
宮
、
高
木
村
、
犬
山
五
郎

丸
と
移
っ
て
ゆ
く
。
と
り
わ

け
中
で
も
、
2
つ
の
こ
と
を

覚
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

一
つ
は
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
の

尾
張
布
教

尾
張
国
花
正
で
活
躍
。
自

宅
に
小
聖
堂
を
設
け
、
そ
こ

で
神
に
祈
り
を
捧
げ
る
こ
と

を
常
と
し
た
。御
像
の
前
で
、

近
隣
の
人
た
ち
親
族
、
友
人

た
ち
に
神
に
つ
い
て
語
っ

た
。
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
は
帰

郷
し
て
、
10
年
な
い
し
12
年

で
、
300
人
あ
る
い
は
600
人
に

洗
礼
を
授
け
た
。

も
う
一
つ
は
「
崩
れ
」で
す
。

家
綱
期
の
「
崩
れ
」
は
１

６
５
７
年
の
群
崩
れ
、
１
６

６
０
年
の
豊
後
崩
れ
、
１
６

６
１
年
の
濃
尾
崩
れ
で
あ

る
。中

で
も
濃
尾
崩
れ
に
つ
い

て
、
１
６
６
１
年
旗
本
領
美

濃
国
可
児
郡
塩
村
・
帷か

た

子び
ら

村む
ら

に
潜
伏
し
て
い
た
キ
リ
シ
タ

ン
が
露
顕
。
幕
府
は
尾
張
藩

に
召
補
ら
せ
る
と
と
も
に
、

尾
張
藩
内
の
キ
リ
シ
タ
ン
も

穿せ
ん

鑿さ
く
さ
せ
た
。
こ
う
し
て
始

ま
っ
た
摘
発
は
、
ま
も
な
く

尾
張
藩
領
内
各
地
に
波
及
し

て
信
者
の
大
量
検
挙
、
大
量

処
刑
に
発
展
し
、
領
内
の
キ

リ
シ
タ
ン
根
絶
を
は
か
っ

た
。こ
の
一
連
の
過
程
が「
濃

尾
崩
れ
」
と
呼
ば
れ
る
。

濃
尾
崩
れ
か
ら
、
200
年

経
っ
て
幕
末
、
明
治
維
新
、

そ
し
て
再
宣
教
が
始
ま
る
。

名
古
屋
の
宣
教
拠
点
は
や
が

て
主
税
町
に
置
か
れ
、
20
世

紀
に
入
る
。
１
９
２
２
年
名

古
屋
知
牧
区
と
な
り
、
１
９

６
２
年
布
池
の
大
聖
堂
が
献

堂
さ
れ
、
さ
ら
に
司
教
区
に

昇
格
、
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
60

年
の
時
が
経
ち
今
に
至
る
」

と
語
り
講
演
を
終
え
た
。

講
演
の
最
後
に
、
美
濃
・

尾
張
キ
リ
シ
タ
ン
巡
礼
マ
ッ

プ
を
広
げ
て
、
今
日
お
話
し

し
た
殉
教
地
な
ど
を
示
し

た
。
な
お
、
11
月
27
日
に
福

井
教
会
で
同
講
演
が
行
わ
れ

る
予
定
で
あ
る
。

け
る
現
状
の
分
か
ち
合
い
な

ど
を
考
え
て
い
ま
す
。
社
会

委
員
が
出
席
で
き
な
い
場
合

は
、
ど
な
た
か
代
理
を
送
っ

て
い
た
だ
き
、
そ
の
内
容
を

小
教
区
に
伝
え
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

別
紙
申
込
用
紙
に
記
入
し

て
、
11
月
14
日
ま
で
に
社
会

福
音
化
推
進
部
事
務
局
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

記

東
海
（
愛
知
・
岐
阜
）

　

日　

時

　

�

２
０
２
２
年

　

12
月
3
日
（
土
）

　

13
：
30
～
15
：
30

　

場　

所

　
　

布
池
教
会
地
下
ホ
ー
ル

北
陸
（
福
井
・
石
川
・
富
山
）

　

日　

時

　
　

�

２
０
２
２
年

　
　

12
月
10
日
（
土
）

　
　

13
：
30
～
15
：
30

　

場　

所

　
　

�

金
沢
教
会　

　
　

会
議
室
（
2
階
）

参
加
者

　

�　

各
小
教
区
社
会
委
員
会

よ
り
少
な
く
と
も
1
名

（
複
数
可
）

�　

交
通
費
は
1
名
分
の
み

支
給
い
た
し
ま
す
。

海
地
区
五
県
の
団
体
出
張

訪
問
宣
教
、（
教
会
、
学
校
、

幼
稚
園
を
訪
問
）を
は
じ
め
、

ま
だ
キ
リ
ス
ト
を
知
ら
な
い

人
々
と
の
出
会
い
は
大
き
な

喜
び
と
な
り
ま
し
た
。

１
９
６
７
年
1
月
に
は
布

池
に
聖
パ
ウ
ロ
書
院
開
設
、

4
年
後
に
修
道
院
が
落
成
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

近
年
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
メ
デ
ィ

ア
は
急
速
に
変
化
、進
歩
し
、

人
々
の
働
き
方
も
多
様
化
し

私
た
ち
修
道
会
も
大
き
な
挑

戦
を
受
け
て
い
ま
す
。
本
会

は
、
25
年
前
に
ホ
―
ム
ペ
ー

ジ
を
開
設
、
信
仰
の
助
け
と

な
る
情
報
を
発
信
し
つ
つ
、

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
、
電

子
書
籍
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
化

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
創
立

者
が
今
生
き
て
お
ら
れ
た
ら

何
を
考
え
、
ど
の
よ
う
な
方

法
で
人
々
に
福
音
を
届
け
る

で
し
ょ
う
か
。
祈
り
つ
つ
道

を
探
し
て
い
ま
す
。

こ
の
歩
み
は
、
教
会
と
共

に
、
皆
様
と
共
に
続
く
こ
と

で
し
ょ
う
。

2023年
新成人と共に祝う『教区新年の集い』

New Year gathering to celebrate  
the new adults

日　時　1月22日（日）14：00～
場　所　カトリック布池教会大聖堂
主司式　松浦悟郎司教
内　容　14：00教区新年のミサ。
　　　　�ミサの中で新成人の祝福式を行います。
主　催　カトリック名古屋教区
問合せ　名古屋教区本部事務局　☎052-935-2223

・�新型コロナウイルス感染状況により中止となる場合も
あります。
・�体調不良の方は出席を控えて頂き、出席者は全員マス
クを着用願います。
・駐車場が狭いため、公共交通機関をご利用下さい。

第
3
回
教
区
・

社
会
委
員
会

開
催
の
お
知
ら
せ

�

教
区
司
教
　
松
浦
悟
郎

名
古
屋
教
区
平
和
旬
間

「
平
和
の
つ
ど
い
」
の
報
告
集

テ
ー
マ
「
と
も
に
歩
む
・
私
た
ち
を
忘
れ
な
い
で
」

名
古
屋
教
区
設
立
100
周
年

教
区
聖
年
活
動
企
画

「
歩
み
」
名
古
屋
教
区
100
年
の

宣
教
の
歩
み
「
濃
尾
崩
れ
」

�

講
演
　
浅
井
太
郎
神
父

濃尾崩れについて講演する浅井太郎神父
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「
共
に
生
き
る
た
め
の
研

修
会
」
が
9
月
24
日
、
布
池

教
会
地
下
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
。
主
催
は
、
名
古
屋
カ

ト
リ
ッ
ク
難
民
移
住
移
動
者

委
員
会
。
今
回
の
テ
ー
マ

は
、「
若
者
の
叫
び
を
聞
こ

う
…
…
私
た
ち
の
居
場
所
は

ど
こ
？
」。

発
表
の
演
壇
に
立
っ
た
の

は
、
ペ
ル
ー
、
ブ
ラ
ジ
ル
、

日
本
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ベ
ト

ナ
ム
の
男
女
5
人
の
若
者
。

最
初
の
ペ
ル
ー
人
の
若
者

は
、
12
才
の
時
ペ
ル
ー
に
留

学
し
た
の
だ
が
、
ス
ペ
イ
ン

語
な
ど
何
も
知
ら
な
か
っ
た

た
め
苦
労
し
た
と
話
し
た
。

学
校
教
育
や
文
化
が
日
本
と

大
き
く
異
な
っ
て
い
た
と
い

う
。
高
校
卒
業
後
、
国
籍
選

択
の
た
め
日
本
に
帰
る
と
母

親
に
告
げ
ら
れ
た
時
は
び
っ

く
り
し
た
と
話
し
た
。
自
分

の
経
験
か
ら
、
言
葉
が
分
か

ら
な
く
て
も
若
い
う
ち
に
勉

強
す
れ
ば
、
理
解
も
早
い
し

覚
え
も
早
い
と
訴
え
た
。

2
番
目
の
ブ
ラ
ジ
ル
人
の

若
者
は
、
14
才
で
日
本
と
ブ

ラ
ジ
ル
の
信
仰
の
違
い
に
気

が
つ
い
た
と
話
し
た
。
ペ

ル
ー
人
の
若
者
と
同
様
、
い

ろ
い
ろ
な
苦
労
と
経
験
を
繰

り
返
し
、
自
分
の
居
場
所
は

ど
こ
か
な
ど
考
え
た
と
い

う
。
日
々
の
困
難
を
乗
り
越

え
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た

の
は
教
会
だ
っ
た
と
い
う
。

教
会
で
の
教
え
を
よ
く
勉
強

し
、
本
当
の
信
仰
を
持
つ
よ

う
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
と

呼
び
か
け
た
。

他
の
若
者
も
、
日
々
の
生

活
の
中
で
ど
ん
な
苦
労
が

聖
パ
ウ
ロ
書
院
で
は
11
月

5
日
～
11
月
13
日
ま
で
、
女

子
パ
ウ
ロ
会
が
発
行
す
る
書

籍
の
表
紙
の
絵
や
カ
ー
ド
の

絵
を
描
い
て
い
る
伊
藤
輝
巳

さ
ん
の
原
画
展
を
開
催
し
大

勢
の
方
が
会
場
を
訪
れ
た
。

11
月
5
日
と
6
日
に
は
、

伊
藤
輝
巳
さ
ん
も
名
古
屋
会

場
に
姿
を
見
せ
、
来
場
さ
れ

た
方
に
は
原
画
展
の
説
明
や

エ
ッ
チ
ン
グ
の
醍
醐
味
な
ど

を
話
し
て
い
た
。【
写
真
】

伊
藤
輝
巳
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

女
子
パ
ウ
ロ
会
の
書
籍
の

表
紙
や
、
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー

ド
等
、
油
絵
、
水
彩
、
エ
ッ

チ
ン
グ
、
切
り
貼
り
し
た
絵

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
技
法
で
描

い
て
い
ま
す
。

あ
っ
て
も
あ
き
ら
め
ず
、
い

つ
も
祈
り
、
神
の
導
き
を
求

め
れ
ば
道
は
必
ず
開
け
る
と

強
調
し
た
。

最
後
に
5
人
の
若
者
の
訴

え
を
聞
か
れ
た
松
浦
悟
郎
司

教
様
は
、
次
の
よ
う
に
話
さ

れ
た
。「
5
人
の
若
者
は
日

本
人
の
若
者
よ
り
も
よ
り
多

く
の
苦
労
を
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
受
け
と
め
ら
れ
た
が
、

日
本
人
の
若
者
よ
り
幸
せ
に

感
じ
た
。
日
本
に
住
ん
で
い

る
我
々
は
、
5
人
の
若
者
の

話
に
心
の
痛
み
を
感
じ
る
。

日
本
は
も
っ
と
や
さ
し
い
国

に
な
っ
て
ほ
し
い
。
個
々
の

国
の
こ
と
と
考
え
ず
に
地
球

に
住
む
す
べ
て
の
人
々
、
地

球
全
体
が
一
つ
に
な
っ
て

一
つ
の
家
族
と
な
っ
て
ほ
し

い
」こ

う
し
て
、
２
０
２
２
年

度
の
研
修
会
の
幕
が
閉
じ
ら

れ
た
。

（
難
民
移
住
移
動
者
委
員
会

�

　

村
上
満
一
）

し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
分
か
れ
道
も
行
き

止
ま
り
も
な
い
一
本
道
な
の

で
、
必
ず
中
心
に
た
ど
り
着

き
ま
す
が
、
た
ど
り
つ
く
ま

で
に
何
度
も
180
度
の
方
向
転

換
が
あ
り
ま
す
。
中
心
に
近

づ
い
て
き
た
か
と
思
え
ば
、

い
つ
の
間
に
か
い
ち
ば
ん
外

側
の
道
に
い
た
り
も
し
ま

す
。
堂
々
巡
り
を
し
て
い
る

か
の
よ
う
に
感
じ
る
こ
の
道

を
祈
り
、黙
想
し
つ
つ
歩
く
。

そ
う
し
て
、
中
心
に
た
ど
り

着
く
。

こ
の
よ
う
に
「
わ
た
し
は

道
で
あ
り
真
理
で
あ
り
命
で

あ
る
。」（
ヨ
ハ
ネ
14
章
6
節
）

と
言
わ
れ
る
主
で
あ
る
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
に
導
か
れ
て

歩
む
こ
と
。
そ
れ
は
私
た
ち

の
霊
的
旅
路
と
重
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
主
イ

エ
ス
キ
リ
ス
ト
の
導
き
に
心

を
開
い
た
時
、
そ
の
と
き
の

歩
き
方
を
聖
霊
が
示
し
つ

つ
、
主
が
と
も
に
歩
い
て
く

だ
さ
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
て

く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
、

「
同
行
二
人
」
と
は
キ
リ
ス

ト
が
共
に
い
る
こ
と
で
あ
り

ま
た
、
一
人
で
巡
礼
し
て
い

て
も
信
仰
を
つ
な
い
で
く
れ

た
先
人
た
ち
と
今
の
共
同
体

の
人
々
と
の
つ
な
が
り
の
中

で
巡
礼
し
て
い
る
の
で
す

…
…
」

（
教
区
聖
年
巡
礼
冊
子　

表
紙
裏�

教
区
松
浦
悟
郎
司
教
様
の
文
書

�

「
巡
礼
の
た
め
に
」
よ
り
引
用
）

ラ
ビ
リ
ン
ス
の
歴
史
は
古

く
、
紀
元
前
に
ま
で
遡
り
ま

す
。
キ
リ
ス
ト
教
で
は
中
世

に
、
諸
事
情
で
エ
ル
サ
レ
ム

に
巡
礼
に
行
け
な
い
信
徒
た

ち
が
、
ラ
ビ
リ
ン
ス
を
歩
く

こ
と
を
巡
礼
の
代
用
と
し
て

用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言

わ
れ
ま
す
。
13
世
紀
初
頭
に

は
、
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ャ
ル
ト

ル
大
聖
堂
の
床
に
ラ
ビ
リ
ン

ス
が
描
か
れ
て
お
り
、
祈
り

と
黙
想
の
た
め
に
ラ
ビ
リ
ン

ス
を
歩
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。形
は
主
に
2
種
類
あ
り
、

写
真
（
八
事
聖
霊
修
道
院
の

ラ
ビ
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2023年度 
カトリック名古屋教区行事予定表の

配布について
　名古屋教区宣教司牧評議会事務局では、2023年度の
名古屋教区行事予定表を準備しています。
　編纂が済み次第、印刷して今年の12月下旬には、各
小教区等に配布できるよう準備しています。

新刊書紹介  

カトリック教会　情報ハンドブック2023
発　行　2022年11月10日　カトリック中央協議会
価　格　550円（税込み）
編　集　�カトリック中央協議会出版部
問合せ・お求めはカトリック中央協議会
〒135-8585　東京都江東区潮見2-10-10　日本カトリック会館内
☎03-5632-4411　FAX 03-5632-4456

前田万葉句集Ⅱ「雲の峰」
著　前田万葉
訳　ジェームス・ケッテング
　カトリック大阪大司教区大司教、
枢機卿であります前田万葉著者に
よる第2句集。自註や英訳も併録し
ている。
出版社　かまくら春秋社
価　格　1,650円（税込み）

聖霊会主催 
「私を見つける、チョコっと修活！」

～ Nun って何なん？
　私はどんな道を歩むんだろう？　そして修道生活っ
て何だろう？　と自分を見つめ、修道生活について知
る集いを３回シリーズで行います。
第１回　12月17日（土）　14：00から
テーマ　「星を見つけた博士たち～私の星を見つける～」
対象者　�中学３年生以上の独身女性
参加費　無料。事前申し込みは必要ありません。
場　所　�聖霊ミッションセンターホール�

（旧八事聖霊幼稚園）�
〒466-0825　名古屋市昭和区八事本町1

　　　　�交通　地下鉄名城線「八事日赤病院」下車。
１番出口を出て右方向、すぐの角を右折、次
の角も右折、信号を左折し門へ。徒歩５分。

問合せ　八事聖霊修道院　☎052-832-0434
　　　　担当　Sr．片山
詳細はチラシをご覧ください。

　『カトリック教会情報ハン
ドブック2023』の「『典礼聖歌』
による聖歌案」に不備があり
ました。6月18日（年間第11
主日）の分が欠落しています。
大変申し訳ございません。右
記内容を追加させていただき
ます。
（271ページ）

6月18日　年間第11主日
入　140　全世界に行って
　　409　呼ばれています
奉　107　主とともに（詩126）
　　387　神はキリストのうちに
拝　 95　心を尽くして（詩146）
　　123　主はわれらの牧者（詩23）
　　177　わたしの心は神のうちに喜ぶ（詩105）

共に生きるための研修会に参加した信徒の皆さん

研修会で挨拶をする島袋神父 「私たちの居場所はどこ」と語る５つの国の若者たち

笑顔で原画を説明する伊藤さん
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郵便振替　00810－5－50605
加入者名　カトリック名古屋教区
通信欄に「福信館建設」と必ず
ご記入ください。

647件 31,770,525円
（10/31現在）目標額 40,000,000円

協力協力協力協力
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名古屋教区本部事務局の 
年末年始の休館日

12月26日（月）仕事納め～2023年1月3日（火）
まで。1月4日（水）仕事始め。

聖霊会　聖霊修道院主催 
「New 賛美の集い 2022」

　み言葉とテゼの歌、静かな美しい音楽を聞きながら、日常の雑
音から少し離れてみませんか。

日　時　2022年12月17日（土）
　　　　2023年 1 月21日（土）　 2月18日（土）　 3月18日（土）
　　　　時間は19：00～20：00。
　　　　賛美の集いと分かち合い。
場　所　聖霊ミッションセンターホール
　　　　〒466-0825　名古屋市昭和区八事本町1
　　　　地下鉄名城線八事日赤病院1番出口を出て右方向へ、
　　　　すぐの角を右折、次の角も右折。信号を左折し門へ。
　　　　徒歩5分。
参加費　無料、前もっての申し込みは必要ありません。
問合せ　聖霊修道院　☎052-832-0434 

第7回カトリック文庫講座
日本近代史のなかのカトリック教会

　～設立100周年を迎えた
名古屋教区を中心にして～　

　本学人文学部教授の三好千春氏をお迎えし、近代日本のカトリッ
ク教会の歴史、とりわけ名古屋教区が辿ってきた道を詳らかに
語る。

期　日　12月4日（日）　13：30～15：00
会　場　南山大学R棟5階（R56教室）
講　師　三好千春教授（カトリック援助修道会）
　　　　コーディネーター　太田達也教授（館長）
参加費　無料
申込み　カトリック文庫Webページの専用フォームより申し込み。
　　　　URL：https://office.nanzan-u.ac.jp/library/catholicbunko/
　　　　�又は Fax 052-833-6986で申し込みの場合、「カトリック文

庫講座参加希望」と書き、氏名、連絡先（電話番号）、身
分（一般参加）を明記。

　　　　詳細はチラシをご覧ください。
主　催　南山大学図書館カトリック文庫協議会
共　催　南山大学宗教教育委員会

第16回 ホスピス聖霊講演会  
【公開 &WEB ライブ配信】

テーマ「たましいの安らぎ�  
� 病院チャプレンの働きより」

講　師　藤井理恵さん
　　　　淀川キリスト教病院チャプレン
日　時　2023年1月28日（土）　 
講　演　13：30～15：30（質疑応答30分含む）
開　場　13：00 �・開場�

・ライブ配信に入室
会　場　聖霊病院　2階　聖霊ホール
対　象　一般　定員250名（会場は50名）
　　　　定員になり次第締切
申込み方法　�往復はがき、または Eメールに、氏名・住所・電話番号・

参加方法（会場 or WEB）をご記入ください。
　　　　　　＊申込みされた方には、追ってご連絡をいたします。
　　　　　　＊�新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては、

WEBライブ配信のみの講演とさせていただきます。
　　　　　　　後日、動画配信はありません。
　　　　　　締切　2023年1月20日（金）必着
申込み先および問合せ先は
　　　　聖霊病院　カトリック社会事業室　
　　　　ホスピス聖霊講演会係
　　　　〒466-8633 名古屋市昭和区川名山町56番地
　　　　☎052-832-1181（内線3316）
　　　　Eメール　katosha@seirei-hospital.org
主　催　聖霊病院ホスピス聖霊推進委員会
後　援　ホスピス聖霊後援会 ｢ぶどうの会 ｣

カトリック名古屋教区 
セクシュアル・ハラスメント 

対応委員会 
ホットライン 
 080-2625-4681

受付　月～金（祝日除く）　
時間　10：00～12：00　　　

13：00～16：00
名古屋市東区葵2-6-35

カトリック名古屋教区センター
相談の秘密、プライバシーは厳守します。 

安心してご相談ください。

今年も、みんなで聴こう！ パイプオルガン・聖歌・ 
ハンドベルによる音楽のアドベントカレンダー 

そして、クリスマスのお話
日　時　12月10日（土）13：00開場　13：30開演
場　所　カトリック南山教会大聖堂
入　場　�無料。催し物後、運営費用およびホスピス聖霊後援会「ぶ

どうの会」への寄付のご協力。
（クリスマスキャロル）、（ソプラノ独唱）、（パイプオルガン作品）、�
（ハンドベルが奏でるクリスマスキャロル）
事前予約が必要です。ご予約方法は3通り。
①QRコード②ウエブサイト③電話。詳細はチラシをご覧ください。
予約・問合せは　☎052-505-0151（二宮音楽事務所）

事前予約制

2022年度正義と平和委員会学習会
「やられた方から歴史を見る」
～誰一人置き去りにしない～

　名古屋教区正義と平和委員会主催の第6回勉強会が開催されます。
日　時　2023年1月21日（土）　10：30～
テーマ　「基地沖縄の人々」
講　師　小林武さん（沖縄大学教員）
場　所　福信館
問合せ　カトリック名古屋教区正義と平和委員会
　　　　名古屋市東区葵 2-6-29　福信館気付　
　　　　FAX　052-935-7195

聖パウロ書院からお知らせ聖パウロ書院からお知らせ
クリスマスと年末年始休みのお知らせクリスマスと年末年始休みのお知らせ
12月24日（土）10：00～19：3012月24日（土）10：00～19：30
12月25日（日）10：00～17：4512月25日（日）10：00～17：45

12月30日（金）～1月3日（火）まで12月30日（金）～1月3日（火）まで
お休みさせていただきます。お休みさせていただきます。
1月4日（水）より通常通り開店いたします。1月4日（水）より通常通り開店いたします。


